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子ども家庭支援論
教員氏名 岡田啓子
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講義 単位数 2単位

２年 開講学期 後期

ディプロマ
　　　ポリシー

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。
2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

保育士必修 実務経験

家庭支援が必要とされる背景を理解し、具体的な支援方法の基礎を身に付ける。

科目群Ⅲ
知識・技能

子どもの心と体とそれを取り巻く環境を知り、共に成長するための様々な支援の内容
と方法に関する専門的な知識と技能を身につける

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

カリキュラム
　　　ポリシー

科目群Ⅰ
教養

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

３．子育て家庭のニーズに応じた多様な支援を展開できる。

 『シードブック　子ども家庭支援論　2019年度新保育士養成課程対応』　松村和子編著　建帛社

参考書 『実践 子ども家庭支援論』　松本 園子, 永田 陽子, 福川 須美 , 森 和子 　ななみ書房

授業の概要

少子高齢化や核家族化が進み、地域社会とのつながりが希薄になるなど、今日の子育て家庭の環境はこれまでと
大きく変化している。このような状況において、保育者による家庭支援は社会的資源として大きな意味を有する。
授業では、子育て家庭を取り巻く様々な問題を示し、子ども家庭支援の意義と必要性を理解することを目指す。そし
て、映像資料や事例検討により具体的な支援方法を考え、調べ学習や発表を行うことで、意見交流をしながら現場
に即した実践力を身に付ける。また、担当教員がもつ実務経験（発達相談員として保健センターに勤務、乳幼児健
診を行う保健師向けの講座を担当/その後，公認心理師資格取得）に基づく実践的な解説を通して、個々の家庭に
合わせた支援のあり方を考察する。

授業の
到達目標

1  子育てをしている家庭の機能と家庭を取り巻く環境について説明できる。

2  子育て家庭への支援に関する理解を深めるために、授業内でのプレゼンテーションやディスカッションにおいて積
極的な意見交流ができる。

なし

往還型授業
（双方向授業）

授業内での疑問や、学びを進める中で生じた不明点を、対話を通じて授業内で明確にする

リアクションペーパーを用いて授業内での疑問等を対話形式にて対応する

リアクションペーパーの内容やテーマをICTを用いて授業内で受講者全員に公開・共有し、往還的理解を深
める

授業態度と意欲；リアクションペーパーなど（20％）、授業内提出課題/発表（40％）

まとめ課題

ICT（グーグルクラスルーム含む）を活用した課題提示・回収、アンケート等を実施する

成績評価方法

内容

実施しない
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授業概要と課題

第2回

子ども家庭支援における保育士等の役割

家庭の機能について、時代による変化をまとめる。

第1回

オリエンテーション（授業概要・授業の進め方と注意事項）
子ども家庭支援の意義と機能

子ども家庭支援に関して、他の科目におけるこれまでの学びを振り返る。

第4回

保育の特性と保育士の専門性を生かした支援

授業で視聴したDVDをもとに、低出生体重児をもつ家族の抱える問題についてまとめる。

第3回

子ども家庭支援において求められる基本的態度

家庭支援の役割と機能について調べる。

第6回

家庭の状況に応じた支援

視聴したDVDをもとに、良好なワークライフバランスを実現させるための課題について調べる。

第5回

保護者との相互理解と信頼関係の形成

授業で視聴したDVDをもとに、保護者との信頼関係の形成についてまとめる。

第8回

子育て家庭に対する支援の体制

テキストｐ125-ｐ138を参考に、居住地域の子育て支援の内容と対象について調べる。

第7回

地域の資源の活用と関係諸機関との連携

テキストｐ125-ｐ138を参考に、居住地域の子育て支援事業について調べる。

第9回

学生によるプレゼンテーション（1）：居住地域における子育て支援について調べた内容の発表と討議

発表の準備を行う。他の学生の発表を聞いて学んだことをまとめる。
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第10回

学生によるプレゼンテーション（2）：居住地域における子育て支援について調べた内容の発表と討議

発表の準備を行う。他の学生の発表を聞いて学んだことをまとめる。

第12回

保育所等利用児童の家庭への支援と展開②/子ども家庭支援の現状と課題（子育てノンストップなど
新しい取り組み）

保育現場における子育て支援の現状と課題についてまとめる。

第11回

プレゼンテーションの振り返り/保育所等利用児童の家庭への支援と展開①

自身が発表した内容について他の学生からのフィードバックを確認し，より良い発表の方法や
不足していた内容について自身で調べ学習をし，知識をさらに補完する。

課題に対するフィードバックの方法

レポート等の課題に対しては、受講生全体に向けて取り組みの成果や要点について授業内でフィードバックを行う。学生による発表に
対しては、学生同士の意見交流を図ったのち補足事項やコメントを述べる。

第13回

総括　再考：子ども家庭支援における保育士等の役割

シラバスに書かれている到達目標について自己点検を行い、自身の学びをふり返る。
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